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DNA               ・・・ 遺伝情報を記録している細⻑いひも状の科学物資。
遺伝⼦            ・・・ 細⻑いDNAの中に点在する特別な情報が書き込まれた領域のこと。
ｹﾞﾉﾑ（ﾋﾄｹﾞﾉﾑ）・・・ ⽣物が持つ全遺伝情報のことでDNA中の四種類の塩基配列中になる。

⽣物は細胞の集合体です。
われわれの⾝体は細胞の集まりというわけです。

細胞の数は成⼈で約60兆個、 その数は加齢に反⽐例し80歳で約40兆個になると⾔われま
す。
細胞の⼤きさは数ﾐｸﾛﾝ〜30ﾐｸﾛﾝです。（1ﾐｸﾛﾝ＝1000分の1ﾐﾘ）

⼀般に細胞の中には以下の⼩器官が存在しています。

1. 核                 ・・・ DNA（遺伝⼦）の保存場所

2. ⼩胞体          ・・・ 主にﾀﾝﾊﾟｸ質合成

3. 滑⾯⼩胞体   ・・・ ﾎﾙﾓﾝなどの⽣体活性物質を合成

4. ﾘﾎﾞｿﾞ-ﾑ         ・・・ ﾀﾝﾊﾟｸ質の合成

5. ﾐﾄｺﾝﾄﾞﾘｱ       ・・・ ｴﾈﾙｷﾞｰ⽣産

6. ﾗｲｿﾞｿﾞｰﾑ       ・・・ 細胞が取り込んだ必要な物質や異物・古くなったものを分解

7. ﾍﾟﾙｵｷｼｿﾞｰﾑ  ・・・ 活性酸素の過酸化⽔素を分解

8. ｺﾞﾙｼﾞ体        ・・・ 物質の分解・修飾・運搬・分泌

9. その他          ・・・ 微⼩管・中間径ﾌｨﾗﾒﾝﾄ・ﾃﾞｽﾓｿﾞｰﾑなど

我々の⾝体を構成する60兆個の細胞は同じDNAを持っています。
また、世界中で同⼀のDNAを持っているのは⼀卵性双⽣児のみです。

⼀個の細胞中のDNAの⻑さは約180cmです。
約60兆個の細胞にあるDNAの⻑さを合計すると1億km以上になり これは⽉と地球の距離の
30万倍になります。
DNAの太さは20ｵﾝｸﾞｽﾄﾛｰﾑ（1ｵﾝｸﾞｽﾄﾛｰﾑは100億分の1m）です。
DNAを10万本束にして直系0.2mm（絹⽷位）になります。

DNAの対塩基構造は、ｱﾃﾞﾆﾝ・ｸﾞｱﾆﾝ・ﾁﾐﾝ・ｼﾄｼﾝ（A・G・T・Cと略す）という四種類の塩



基を ｽﾃｯﾌﾟにしたﾗｾﾝ構造に似た形をしています。
A・TとG・Cは常にﾍﾟｱでその重量と⻑さは等しい構造から 1953年にｼﾞｪｰﾑｽﾞ・ﾜﾄｿﾝ⽒（ｱﾒﾘ
ｶ）とﾌﾗﾝｼｽ・ｸﾘｯｸ⽒（ｲｷﾞﾘｽ）が DNAの対塩基構造とその作⽤機序を発⾒し1962年にﾉｰﾍﾞﾙ
医学⽣理学賞を受賞されました。

DNAの対塩基構造は下図の様な階段左端からＡＴで⼀段⽬・ＣＧで⼆段⽬・・・）が ねじ
れた（ﾗｾﾝ状）状態になっています。

その後ｼﾞｮｰｼﾞ・ｶﾞﾓﾌ⽒（ｱﾒﾘｶ・物理学者）が 「Ａ・Ｔ・Ｇ・Ｃのうち三つの塩基で⼀つのｱ
ﾐﾉ酸を指定している」ことを発⾒しました。

⼈体のﾀﾝﾊﾟｸ質は20種類のｱﾐﾉ酸により構成されますが、 ＤＮＡは20種類のｱﾐﾉ酸の並べ⽅
を指定してﾀﾝﾊﾟｸ質を作る設計図（暗号）なのです。
四種類の塩基を三個並べる並べ⽅には64通り（4の3乗どおり）あり、 この64通りの暗号で
20種類のｱﾐﾉ酸を指定しています。

この仕組みは全⽣命に共通しています。


